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沖　

グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日
記
中
の
福
井
人
の
同
定
に
つ
い
て

　
　
　
は 

じ 

め 

に

　

Ｗ
・
Ｅ
・
グ
リ
フ
ィ
ス
は
一
八
七
一
年
三
月
四
日
か
ら
翌
年
一
月
二
十
二
日

ま
で
、
福
井
の
明
新
館
に
て
主
と
し
て
物
理
、
化
学
な
ど
を
教
え
た
お
雇
い
米

国
人
教
師
で
あ
る
。
彼
は
福
井
滞
在
中
も
日
記
を
書
き
、
ま
た
そ
の
間
に
多
く

の
手
紙
を
姉
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
宛
て
に
送
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
明
治
初
期
の

福
井
を
知
る
上
で
興
味
あ
る
資
料
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
資
料
は
、
越
前
市
在
住
の
グ
リ
フ
ィ
ス
研
究
家
で
著
名
な
山

下
英
一
に
よ
っ
て
、
日
記
に
つ
い
て
は
最
近
増
補
改
訂
版
と
し
て
出
版
さ
れ
た

『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井（
１
）』

に
「
グ
リ
フ
ィ
ス
日
記
」（
一
八
七
一
年
三
月
一
日
～

一
八
七
二
年
一
月
二
十
二
日
）
と
し
て
、
ま
た
、
日
記
の
内
容
を
補
完
す
る
意

味
が
あ
る
福
井
滞
在
中
の
書
簡
は
『
グ
リ
フ
ィ
ス
福
井
書
簡（
２
）』

と
し
て
英
文
の

翻
刻
と
日
本
語
訳
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

筆
者
は
二
〇
一
二
年
、『
化
学
史
研
究（
３
）』

に
「
グ
リ
フ
ィ
ス
講
述
『
化
学
筆
記
』

に
つ
い
て
」
と
い
う
題
で
、
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
に
あ
る
上
記
の
講
述

書
の
信
憑
性
や
内
容
な
ど
に
つ
い
て
資
料
と
し
て
報
告
を
し
た
。
そ
の
際
、
藤

田
英
夫
が
『
大
阪
舎
密
局
の
史
的
展
開（
４
）』
に
、グ
リ
フ
ィ
ス
日
記
中
の
「
三
崎
」

を
三
崎
嘯
輔
と
し
て
、
グ
リ
フ
ィ
ス
と
嘯
輔
が
福
井
で
交
流
が
あ
っ
た
と
推
定

し
て
い
る
こ
と
に
そ
の
時
は
何
の
疑
い
も
も
た
ず
に
い
た
。

　

し
か
し
、
山
下
は
確
か
に
五
月
八
日
の
日
記
の
三
崎
の
注
と
し
て
「
三
崎
宗

玄
（
嘯
輔
）」
と
記
し
て
い
る
が　

そ
の
同
定
の
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
藤
田
も
『
稿
本
神
陵
史（
５
）』

な
ど
の
京
都
大
学
関
係
の
史
料
と
グ
リ
フ
ィ

ス
の
日
記
と
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
嘯
輔
が
明
治
四
年
に
福
井
に
帰
省
し
て
い

て
も
お
か
し
く
な
い
と
し
て
上
記
の
推
定
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
グ
リ
フ
ィ
ス
と
三
崎
嘯
輔
が
福
井
で
交
流
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
史

料
が
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
三
崎
嘯
輔
に
関
す
る
福
井
藩
関
係
お
よ
び
当
時
の
嘯
輔
の
勤
務
先

で
あ
る
東
校
（
現
東
京
大
学
医
学
部
の
前
身
）
関
係
の
史
料
を
調
べ
、
両
者
の

グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日
記
中
の
福
井
人
の
同
定
に
つ
い
て

沖　
　
　

久　

也

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



12

若
越
郷
土
研
究　

五
十
九
巻
二
号

交
流
が
可
能
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
調
べ
た
。
そ
の
結
果
、
嘯
輔
が
一
八
七
一

年
（
明
治
四
年
）
に
は
福
井
に
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、東
京
に
い
て
、グ
リ
フ
ィ

ス
と
福
井
で
交
流
す
る
機
会
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て

は
後
述
の
「
一
七 

三
崎
」
の
項
目
で
述
べ
る
が
、こ
の
日
記
中
の
三
崎
は
「
三

崎
玉
枝
（
第
十
四
代
三
崎
玉
雲
）」
の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
「
三
崎
」
の
場
合
の
よ
う
に
、
日
記
や
書
簡
と
い
う
性
質
上
、
書
い
た

本
人
が
分
か
れ
ば
よ
い
の
で
、
名
前
が
フ
ル
ネ
ー
ム
で
書
か
れ
て
い
る
場
合
は

殆
ど
な
く
、
姓
や
呼
び
名
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
同
定
が
違
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
場
合
や
同
姓
の
た
め
に
区
別
さ
れ
ず
い
る
場
合
な
ど
も
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
全
く
同
定
さ
れ
て
い
な
い
人
物
も
い
る
。

　

今
回
の
『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
（
増
補
改
訂
版
）』
に
は
人
名
索
引
も
付
け

ら
れ
、
大
変
便
利
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
よ
け
い
に
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
記
を

活
用
す
る
に
際
し
て
、
記
さ
れ
た
人
名
が
誰
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
同
定
す

る
こ
と
は
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　

本
稿
は
上
記
の
思
い
で
、
山
下
の
『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
（
増
補
改
訂
版
）』

の
日
記
中
に
五
回
以
上
そ
の
姓
や
呼
び
名
が
出
て
く
る
福
井
人
十
九
人
に
つ
い

て
、
福
井
藩
関
係
の
人
事
履
歴
史
料
（「
士
族
」「
子
弟
輩
」
な
ど
）
や
本
人
の

伝
記
な
ど
に
基
づ
き
、
そ
の
人
物
を
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
同
定
し
た
か
の
根
拠
を

示
す
。
そ
の
順
序
は
人
名
索
引
の
順
序
と
同
じ
五
十
音
順
に
記
す
。
な
お
、
最

後
に
人
名
で
な
い
た
め
索
引
に
は
な
い
が
知
藩
事
に
つ
い
て
記
し
た
。

　
　
　
一　

井
上

　

グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
記
中
に
井
上
は
十
三
回
（
一
八
七
一
年
四
月
八
日
～

一
八
七
二
年
一
月
二
十
二
日
）
出
て
く
る
。
そ
の
最
初
は
四
月
八
日
で
「
佐
々

木
、
井
上
、
岩
淵
、
そ
れ
に
私
が
馬
に
乗
っ
た
…
石
炭
の
出
る
山
に
近
い
村
ま

で
乗
っ
て
行
っ
た
」
と
あ
り
、
そ
の
注
に
山
下
は
「
井
上
穆
（
剛
太
郎
）
…
明

治
四
年
学
校
主
任
お
雇
い
教
師
警
衛
務
に
な
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
に
同
行
し
英
学

修
行
の
た
め
上
京
し
た
」
と
記
し
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
史
料
と
し
て
『
福
井
藩
士
履
歴 

一（
６
）』

の
「
井
上
穆

（
剛
太
郎
）」
の
項
目
に
は
「
同
《（
明
治
）》
四
未
正
月
十
七
日
学
校
出
仕
、
但

御
雇
教
師
警
衛
勤
」
と
あ
り
、
そ
の
後
「
明
治
四
年
六
月
朔
月
御
改
正
ニ
付
免

職
」
と
あ
る
。
ま
た
「
同
《（
明
治
四
）》
年
十
二
月
八
日
英
学
修
行
東
京
、
御

雇
米
人
グ
ル
ー
フ
ヒ
ス
同
道
」
と
あ
る
。
免
職
に
関
し
て
は
日
記
の
一
八
七
一

年
七
月
十
八
日
に
「
井
上
、
中
村
、
私
の
護
衛
役
人
が
解
雇
に
な
っ
た
」
と
あ

り
、
さ
ら
に
一
八
七
二
年
一
月
二
十
二
日
の
日
記
に
グ
リ
フ
ィ
ス
が
福
井
を
去

る
日
、
井
上
が
同
行
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
よ
り
、
井
上
は
山
下
の
注
と
も
一
致
し
て
お
り
、
グ
リ
フ
ィ
ス

の
護
衛
役
人
で
あ
り
、
東
京
に
行
く
際
も　

護
衛
と
し
て
グ
リ
フ
ィ
ス
に
同
行

し
た
井
上
穆
（
剛
太
郎
）
と
同
定
し
た
。
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二
　
今
立
吐
酔
（
ト
ス
イ
）

　　
『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
（
増
補
改
訂
版
）』
の
人
名
索
引
に
今
立
吐
酔
と
記
さ

れ
て
い
る
が
、
グ
リ
フ
ィ
ス
日
記
や
『
福
井
書
簡
』
中
に
は
一
度
も
今
立
吐
酔

と
い
う
記
述
は
な
い
。
た
だ
「T

osui

（
ト
ス
イ
：
吐
酔
）」
と
い
う
名
の
方
を

そ
の
ま
ま
記
し
て
い
る
。
ト
ス
イ
は
日
記
中
に
十
回
（
一
八
七
一
年
十
月
十
三

日
～
一
八
七
二
年
一
月
十
四
日
）
出
て
く
る
。
山
下
は
特
に
ト
ス
イ
に
関
し
て

注
を
付
け
て
い
な
い
。
ま
た
、
福
井
藩
関
係
の
史
料
の
中
に
も
そ
の
名
前
は
な

い
。ト
ス
イ
に
つ
い
て
日
記
の
十
月
十
三
日
に「
僧
の
職
を
や
め
て
、私
の
家（
新

居
）
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
や
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
帰
国

す
る
際
に
一
緒
に
ア
メ
リ
カ
に
同
行
し
た
こ
と
な
ど
が
分
か
っ
て
お
り
、
山
下

は
グ
リ
フ
ィ
ス
が
ト
ス
イ
と
呼
ん
で
か
わ
い
が
っ
て
い
た
少
年
は
越
前
鯖
江
の

真
宗
本
願
寺
派
満
願
寺
で
生
ま
れ
た
今
立
吐
酔
で
あ
る
こ
と
を
、
吐
酔
の
家
族

あ
て
手
紙
な
ど
に
よ
り
同
定
し
て
い
る
。
な
お
、
詳
し
く
は
『
グ
リ
フ
ィ
ス
と

福
井
』
の
Ⅲ
章
に
「
今
立
吐
酔
」
と
い
う
項
目（
７
）で

記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
に
よ
り
、
ト
ス
イ
（
吐
酔
）
が
今
立
吐
酔
を
指
す

こ
と
は
間
違
い
な
い
と
言
え
る
。

　
　
　

三
　
大
岩

　

日
記
中
に
大
岩
と
い
う
姓
が
登
場
す
る
の
は
三
十
四
回
（
一
八
七
一
年
六
月

七
日
～
一
八
七
二
年
一
月
二
十
一
日
）
で
非
常
に
多
い
。
こ
れ
は
大
岩
が
後
述

の
中
野
と
一
緒
に
グ
リ
フ
ィ
ス
の
助
手
で
あ
り
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
新
居
が
出
来

た
時
、
最
初
か
ら
同
居
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

　

山
下
は
九
月
十
一
日
の
日
記
「
大
岩
と
中
野
が
今
日
か
ら
教
え
始
め
た
」
と

い
う
箇
所
に
二
人
の
注
を
付
け
て
い
る
。
そ
こ
で
「
大
岩
貫
一
郎
は
福
井
藩
御

典
医
大
岩
主
一
の
子
。
明
治
五
年
二
等
教
授
洋
学
。
明
治
六
年
理
化
学
教
授
と

し
て
ワ
イ
コ
フ
、
マ
ゼ
ッ
ト
の
通
訳
を
し
た
」
と
あ
る
。
そ
し
て
、
日
記
の
十

月
二
十
六
日
（
明
治
四
年
九
月
十
三
日
）
の
記
述
に
「
今
日
、
中
野
、
大
岩
が

化
学
科
の
助
手
に
任
命
さ
れ
た
」
と
あ
る
。
こ
の
事
は
「
子
弟
輩
」（
松
平
文

庫
九
二
二
）
の
「
大
岩
貫
一
郎
」
の
項
に
「
同
《（
明
治
四
）》
年
九
月
十
三

日
、
化
学
所
庶
務
方
兼
教
授
手
伝
被
仰
付
候
事
」
と
あ
り
、
助
手
に
任
命
さ
れ

た
と
い
う
日
記
の
記
述
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
姉
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
宛
書
簡

（
一
八
七
一
年
十
月
二
十
八
日
付
）
に
は
「
こ
の
家
（
新
居
）
に
今
…
本
多
、

大
岩
、
中
野
が
居
て
、
こ
の
ぼ
く
の
助
手
三
人
が
一
室
に
…
居
る
」
と
知
ら
せ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
助
手
で
、
新
居
に
同
居
し
て

い
た
大
岩
は
大
岩
貫
一
郎
（
貫
一
）
と
同
定
し
た
。

　
　
　
四
　
大
谷

　

日
記
中
に
大
谷
と
い
う
姓
が
出
て
く
る
の
は
七
回
（
一
八
七
一
年
三
月
五
日

～
一
八
七
一
年
十
月
六
日
）
で
あ
る
。
な
お
、
三
月
五
日
は
日
記
に
名
前
は
な

い
が
、
五
日
の
記
載
は
「
知
藩
事
と
重
臣
四
人
に
会
っ
た
…
名
刺
の
交
換
を
し

て
…
」
と
あ
る
。
こ
の
時
の
五
名
の
名
刺
が
あ
り
、
五
日
に
グ
リ
フ
ィ
ス
と

会
っ
て
い
る
の
は
確
か
な
の
で
、
こ
れ
も
一
回
に
含
め
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
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名
刺
の
コ
ピ
ー
が
福
井
大
学
の
グ
リ
フ
ィ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
請
求
番
号
Ｍ
Ｆ

二
一
二
―
五
四
四
）
に
あ
り
、そ
こ
に
は
「
大
谷
権
少
参
事
」
と
あ
る
（
図
一
）。

そ
し
て
、
山
下
も
三
月
五
日
の
注
に
「
権
小
《
マ
マ
》
参
事　

大
谷
遜
」
と
記 

し
て
い
る
。
こ
の
事
は
、明
治
三
年
頃
の
職
制
を
記
し
た
「
藩
制
礼
式（
８
）」
に
「
権

少
参
事　

学
監　

大
谷
遜
」
と
あ
り
一
致
し
て
い
る
こ
と
よ
り
、
日
記
中
の
大

谷
は
学
監
の
大
谷
遜
と
同
定
し
た
。
な
お
、『
福
井
藩
士
履
歴 

二
』の「
大
谷
遜
」

の
項
目（
９
）は

理
由
は
分
か
ら
な
い
が　

明
治
二
年
で
記
述
が
終
わ
っ
て
い
る
。

　
　
　
五
　
小
笠
原

　

日
記
中
に
小
笠
原
姓
が
記
さ
れ
る
の
は
六
回
（
一
八
七
一
年
三
月
五
日
～

一
八
七
一
年
八
月
十
六
日
）
で
あ
る
。
な
お
、
三
月
五
日
は
、
先
の
大
谷
の
場

合
と
同
様
に
四
人
の
重
臣
の
一
人
で
名
前
は
日
記
に
は
無
い
が
、
山
下
は
注
と

し
て
「
大
参
事　

小
笠
原
盛
徳
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
谷
の
場
合
と
同

様
に
名
刺
が
あ
る
（
図
一
）。
し
か
し
、
先
記
し
た
「
藩
制
礼
式
」
に
は
「
大

参
事　

民
政
総
括　

小
笠
原
幹
」
と
あ
る
。
ま
た
『
福
井
藩
士
履
歴 

二
』
の

「
小
笠
原
幹
」
の
項
目
（
（（
（

に
「
同
《（
明
治
二
）》
年
十
月
十
四
日
任
福
井
藩
大
参

事
宣
下
之
事
」
と
あ
り
、
ま
た
、
明
治
四
年
六
月
二
十
五
日
（
一
八
七
一
年
八

月
十
一
日
）
に
「
御
用
有
之
東
行
被
仰
出
候
事
」
と
あ
り
、
一
方
、
日
記
の

一
八
七
一
年
八
月
十
六
日
に
「
今
日
、
小
笠
原
が
東
京
へ
発
っ
た
」
と
あ
る
。

こ
の
内
容
は
小
笠
原
幹
が
東
京
に
出
掛
け
た
事
実
と
一
致
し
て
い
る
。
な
お
、

上
記
の
『
履
歴 

二
』
の
小
笠
原
幹
（
コ
ワ
シ
）
の
項
目
に
は
以
下
の
よ
う
に
「
牧

野
主
殿
介　

田
内
源
介
隠
居
後
改　

幹
吾
事
小
笠
原
丹
後
」
と
記
さ
れ
て
い
る

が
「
小
笠
原
盛
徳
」
の
名
前
は
な
い
。
し
か
し
、
当
時
、
小
笠
原
姓
で
大
参
事

の
職
に
居
た
人
物
は
一
人
だ
け
な
の
で
「
盛
徳
」
と
「
幹
」
は
同
一
人
物
と
考

え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
記
中
の
小
笠
原
は
小
笠
原
幹
と
同
定
し
た
。

　
　
　

六
　
カ
ー
ル
（
笠
原
）

　

グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日
記
中
に
カ
ー
ル
と
い
う
名
前
は
十
七
回
（
一
八
七
一

図一　藩知事ほか名刺
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グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日
記
中
の
福
井
人
の
同
定
に
つ
い
て

年
七
月
一
日
～
一
八
七
二
年
一
月
十
二
日
）
出
て
く
る
。
な
お
、
笠
原
と
い
う

姓
は
一
度
も
出
て
こ
な
い
。

　

カ
ー
ル
は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
新
居
が
出
来
た
時
に
同
居
し
た
少
年
の
一
人
で
あ

り
、
後
述
す
る
よ
う
に　

そ
れ
以
前
に
も
何
回
も
グ
リ
フ
ィ
ス
の
旧
居
に
遊
び

に
行
っ
て
い
た
こ
と
が
日
記
か
ら
分
か
る
。

　

グ
リ
フ
ィ
ス
が
笠
原
を
カ
ー
ル
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
は
日
記
に
は
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、
姉
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
宛
て
の
書
簡
（
一
八
七
二
年
十
月
二
十
八
日

付
）
で
「
も
う
一
つ
の
部
屋
に
笠
原
（
カ
ー
ル
と
呼
ぶ
）、本
山
、吐
酔
が
居
る
」

と
あ
る
。こ
の
記
述
か
ら
は
カ
ー
ル
が
笠
原
姓
を
持
つ
こ
と
は
は
っ
き
り
し
た
。

　

山
下
は
こ
の
書
簡
の
カ
ー
ル
の
注
で
「
福
井
藩
士
笠
原
千
里
の
子
か
？
」
と

記
し
て
い
る
が
は
っ
き
り
と
同
定
し
て
い
な
い
。
こ
こ
出
て
く
る
笠
原
千
里
は

『
幕
末
維
新
福
井
名
流
戸
籍
調
（
（（
（

』
に
よ
る
と
、
笠
原
白
翁
の
三
男
で
年
齢
は
壬

申
二
十
一
歳
と
記
さ
れ
て
い
て
結
婚
し
て
い
な
い
（
図
二
）、
さ
ら
に
、
カ
ー

ル
は
少
年
と
は
言
え
、
十
歳
以
下
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
も
カ
ー
ル
を
千

里
の
子
供
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

 　　

し
か
し
、こ
の『
戸
籍
調
』に
は
白
翁
の
四
男
と
し
て
、笠
原
格（
壬
申
十
五
歳
）

と
い
う
人
物
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
笠
原
格
は
、
佐
々
木
忠
次
郎
な
ど
と

一
緒
に
明
治
二
年
春
嶽
よ
り
語
学
伝
習
生
の
辞
令
を
受
け
た
八
人
の
内
の
一
人

で
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
生
徒
と
な
っ
た
笠
原
格
と
同
一
人
物
の
可
能
性
が
非
常
に

強
い
。
な
ぜ
な
ら
日
記
の
七
月
十
四
日
、
八
月
十
四
日
に
グ
リ
フ
ィ
ス
は
「
午

後
、
カ
ー
ル
と
佐
々
木
に
教
え
た
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る

佐
々
木
は
佐
々
木
権
六
の
息
子
、
上
記
の
佐
々
木
忠
次
郎
と
考
え
て
よ
い
か
ら

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
日
記
の
七
月
二
日
、
七
月
十
六
日
、
七
月
三
十
日
、
八
月
二
十
日
そ

し
て
九
月
十
日
の
五
回
に
、
カ
ー
ル
と
彼
の
妹
達
が
訪
ね
て
来
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
七
月
三
十
日
と
八
月
二
十
日
に
は
「
三
姉
妹
」
と
い
う

表
現
が
あ
り
、
カ
ー
ル
の
妹
が
三
姉
妹
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
れ
を
手
掛
か
り
に
、
も
う
一
度
『
戸
籍
調
』
を
見
て
み
る
と
、
格
に
は
妹

は
居
な
い
が
、白
翁
の
長
男
浜
人
に
須
豆
（
壬
申
十
三
歳
）、須
麻
（
壬
申
九
歳
）、

須
輪
（
壬
申
七
歳
）
の
三
姉
妹
が
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
グ
リ
フ
ィ
ス
は
こ

の
三
姉
妹
を
カ
ー
ル
の
妹
と
思
っ
て
い
た
と
考
え
る
と
日
記
の
記
述
は
説
明
で

き
る
。
さ
ら
に
、
白
翁
の
自
宅
は
浜
町
で
あ
り
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
旧
居
と
距
離

的
に
近
く
、
子
供
た
ち
だ
け
で
訪
ね
て
も
不
自
然
は
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
よ
り
、
カ
ー
ル
は
笠
原
白
翁
の
四
男
で
あ
る
笠
原
格
で
あ
る
と

図二　笠原白翁戸籍
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五
十
九
巻
二
号

同
定
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
日
記
の
一
八
七
二
年
一
月
二
十
日
に
「
学
生
数
人
の
親
、

本
多
氏
、
笠
原
氏
ら
が
訪
ね
て
来
た
」
と
あ
る
、
こ
こ
に
出
て
く
る
笠
原
氏
は

笠
原
白
翁
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
回
、
白
翁
の
お
墓
が
あ
る
大
安
寺
の
高
橋
御
住
職
に
笠
原
格
に
関
す
る
史

料
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、
白
翁
の
曾
孫
で
浜
人
の
孫
に
当
た
る
笠
原

茂
雄
と
言
う
方
が
平
成
六
年
に
書
か
れ
た
『
笠
原
史
（
（（
（

』
と
い
う
も
の
が
あ
る
と

の
こ
と
で
御
見
せ
頂
い
た
。
こ
の
中
に
笠
原
家
の
系
図
が
あ
る
が
、
書
か
れ
た

方
が
浜
人
（
白
翁
の
実
弟
で
長
男
）
の
家
系
の
方
で
あ
る
た
め
か
、
浜
人
の
系

列
の
方
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
の
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
方
に

つ
い
て
は
殆
ど
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

上
記
の
『
戸
籍
調
』
と
比
べ
る
と
、
こ
の
系
図
に
は
次
男
純
一
と
四
男
格
は

名
前
も
な
い
。
た
だ
三
男
千
里
と
そ
の
子
供
た
ち
は
記
載
さ
れ
て
い
る
。
浜
人

の
子
供
は
『
戸
籍
調
』
の
記
載
と
名
前
と
は
異
な
っ
て
い
る
が
、系
図
に
は
寿
々

（
一
八
六
〇
年
生
）、
こ
い
そ
（
？
年
生
）、
ス
ワ
（
一
八
六
六
年
生
）、
健
一

（
一
八
六
七
年
生
）、
ト
ウ
（
一
八
七
一
年
生
）
と
あ
り
、『
戸
籍
調
』
と
一
致

し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

　

格
は
四
男
で
も
あ
り
、分
家
さ
れ
て
い
る
た
め
か
お
墓
も
大
安
寺
に
は
無
く
、

新
し
い
知
見
を
得
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

　
　
　

　
　
　
七
　
桑
原

　

日
記
に
は
桑
原
の
姓
は
五
回
（
一
八
七
一
年
七
月
二
十
四
日
～
一
八
七
二
年

一
月
十
四
日
）
出
て
く
る
。
山
下
は
日
記
中
に
は
桑
原
に
つ
い
て
注
を
何
も
付

け
て
い
な
い
が
、
姉
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
宛
て
の
書
簡
（
一
八
七
一
年
八
月
十
二
日

付
）
で
「
金
曜
日
の
早
朝
（
八
月
十
一
日
）、
通
訳
の
岩
淵
、
ぼ
く
の
世
話
係

を
命
じ
ら
れ
た
役
人
の
桑
原
、
召
使
の
佐
平
と
ぼ
く
が
日
本
式
の
舟
に
乗
っ
て

三
国
へ
川
を
二
五
マ
イ
ル
下
っ
た
」
と
あ
り
、
そ
の
注
と
し
て
「
桑
原
：
桑
原

宏　

福
井
藩
士
。
小
寄
合
格
。
一
八
七
一
年
、
雑
務
方
兼
御
雇
師
扱
方
」
と

記
し
て
い
る
。「
新
番
格
以
下 

四
」（
松
平
文
庫
九
二
六
）
の
「
桑
原
記
十
郎
」

の
項
目
に
「
同
《（
明
治
）》
四
末
正
月
十
日
（
一
八
七
一
年
二
月
二
十
八
日
）

掌
政
堂
勤
、
但
雑
務
方
兼
御
雇
教
師
取
扱
方
」
と
あ
り
、
そ
の
後
「
同
年
六
月

廿
四
日
（
一
八
七
一
年
八
月
十
日
）
出
納
方
被
仰
付
候
事
、但
洋
人
館
振
退
勤
」

と
あ
る
。
そ
し
て
「
同
《（
明
治
）》
五
申
五
月
名
替
、
記
十
郎
事
ヒ
ロ
シ
、
桑

原
宏
」
と
あ
る
。
こ
の
事
よ
り
、
日
記
中
の
桑
原
は
桑
原
記
十
郎
（
宏
）
と
同

定
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

な
お
、
こ
の
人
は
最
初
の
名
前
は
山
形
角
蔵
、
そ
の
後
、
桑
原
紀
十
郎
、
定

右
衛
門
、
記
十
郎
、
宏
な
ど
を
名
乗
る
。

　
　
　
八
　
斎
藤

　

日
記
中
に
は
斎
藤
姓
は
五
回
（
一
八
七
一
年
五
月
二
日
～
一
八
七
一
年
七
月

十
八
日
）
記
さ
れ
て
い
る
。
山
下
は
日
記
の
五
月
二
日
「
夜
、
斎
藤
氏
、
三
岡
、

千
本
が
私
の
家
で
食
事
を
し
た
」
の
注
に
「
斎
藤
敏　

少
参
事
。
明
新
館
学
校

幹
事
」と
記
し
て
い
る
。
同
じ
内
容
の
注
が
姉
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
へ
の
書
簡（
五

月
二
十
三
日
付
）
で
「
斎
藤
さ
ん
が
新
し
い
通
訳
を
連
れ
て
き
た
」
の
と
こ
ろ

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日
記
中
の
福
井
人
の
同
定
に
つ
い
て

に
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、「
士
族
」（
松
平
文
庫
九
二
一
）
の
「
斎
藤
敏
」
の
項
目
に
は
「
同

《（
明
治
二
）》
年
十
月
十
四
日
任
福
井
藩
少
参
事
宜
下
候
事
」「
同
月
廿
四
日
学

校
幹
事
更
ニ
被
仰
出
候
事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が　

そ
の
後
、
明
治
三
年
四
月

二
十
五
日
以
降
の
記
載
が
理
由
は
分
か
ら
な
い
が
無
く
、
グ
リ
フ
ィ
ス
と
の

関
係
を
示
す
も
の
は
無
い
。
し
か
し
な
が
ら
「
福
井
藩
職
員
録
」（
松
平
文
庫

九
〇
三
）
に
は
「
十
等
少
参
事
、
学
校
幹
事
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
グ

リ
フ
ィ
ス
が
福
井
に
滞
在
し
た
明
治
四
年
に
も
そ
の
職
に
付
い
て
い
て
も
当
然

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
日
記
中
の
斎
藤
は
斎
藤
敏
と
同
定
し
た
。

　
　
　
九
　
佐
々
木

　

日
記
中
に
出
て
く
る
佐
々
木
姓
は
四
十
九
回
（
一
八
七
一
年
三
月
七
日
～

一
八
七
二
年
一
月
二
十
二
日
）
で
あ
る
。
佐
々
木
姓
は
こ
の
よ
う
に
非
常
に
多

く
登
場
す
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
日
記
に
出
て
く
る
佐
々
木
姓
の
人
物
は
三

人
い
る
た
め
で
も
あ
る
。

　

日
記
に
お
け
る
山
下
の
注
は
、
三
月
九
日
「
夕
方
、
佐
々
木
の
息
子
に
教
え

た
」
の
と
こ
ろ
で
、「
佐
々
木
忠
次
郎
…
十
二
の
時
、
春
嶽
よ
り
語
学
伝
習
生

の
辞
令
を
受
け
た
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
姉
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
宛
て
の
書

簡
（
一
八
七
一
年
三
月
九
日
付
）
で
「
佐
々
木
さ
ん
と
い
っ
て
ぼ
く
に
も
っ
と

も
関
係
が
あ
る
人
は
米
国
に
六
ヶ
月
い
た
。
柳
本
の
友
人
で
英
語
を
か
な
り
上

手
に
話
す
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
佐
々
木
の
注
と
し
て
「
佐
々
木
権
六
…
福

井
藩
士
。
一
八
六
七
年
藩
命
に
よ
り
渡
米
し
て
武
器
類
を
買
い
付
け
る
」
と
あ

る
。

　

上
記
の
書
簡
の
注
は
「
士
族
」（
松
平
文
庫
九
二
一
）
の
「
佐
々
木
権
六
（
長

淳
）」
の
項
目
に
「（
慶
応
三
年
四
月
）
廿
二
三
日
頃
ア
メ
リ
カ
へ
出
帆
、
辰
正

月
十
日
江
戸
表
よ
り
帰
」
と
あ
り
、
ま
た
「
同
《（
明
治
三
）》
年
十
一
月
廿
五

日
掌
政
堂
出
仕
被
仰
付
候
事
、
但
御
雇
洋
人
取
扱
方
」「
同
年
十
二
月
十
二
日

権
大
属
心
得
勤
…
但
洋
人
取
扱
方
従
前
之
通
」と
あ
る
こ
と
で
裏
づ
け
ら
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
よ
り
、
日
記
中
の
佐
々
木
は
佐
々
木
権
六
で
あ
り
、
佐
々
木
の

息
子
は
佐
々
木
忠
二
郎
（
忠
次
郎
）
と
同
定
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ル
セ
ー
を
見
送
っ
た
六
月
三
十
日
の
日
記
に
「
学
校
か
ら

は
斎
藤
、
佐
々
木
、
田
川
の
三
人
に
、
佐
々
木
、
岩
淵
、
私
、
井
上
、
ド
ン
・

キ
ホ
ー
テ
（
白
い
服
に
長
靴
の
）
と
二
人
の
役
人
が
馬
に
乗
っ
た
…
三
里
行
っ

た
と
こ
ろ
で
ル
セ
ー
氏
に
別
れ
を
告
げ
て
、
福
井
へ
も
ど
っ
た
」
と
あ
る
。
こ

れ
か
ら
、
学
校
関
係
者
で
佐
々
木
姓
を
も
つ
人
物
が
い
て
、
後
者
の
佐
々
木
は

権
六
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
一
八
七
一
年
十
月
三
十
一
日
の
日
記
で
グ
リ

フ
ィ
ス
は
「
今
日
、佐
々
木
が
別
れ
を
い
い
に
来
た
」
と
書
い
た
。
こ
れ
は
佐
々

木
権
六
が
工
部
省
か
ら
の
呼
び
出
し
で
、
東
京
へ
一
家
で
移
る
の
で
挨
拶
に
来

た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
八
七
二
年
一
月
十
六
日

の
日
記
に
は
「
夜
、
佐
々
木
が
訪
ね
て
き
て
、
請
求
書
を
受
け
と
っ
た
こ
と
を

知
ら
せ
た
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
グ
リ
フ
ィ
ス
が
福
井
に
別
れ
を
告
げ
た
一
月

二
十
二
日
の
日
記
に
は
「
佐
々
木
、
岩
淵
、
本
多
、
他
に
十
名
の
者
が
、
苦
し

い
行
進
に
つ
い
て
府
中
ま
で
同
行
し
た
」
と
あ
る
。
日
付
か
ら
考
え
て
、
こ
の

二
件
は
権
六
一
家
が
東
京
に
移
転
し
た
後
の
こ
と
で
あ
り
、
権
六
や
忠
次
郎
で

な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
人
目
の
佐
々
木
姓
の
人
物
が
い
な
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い
と
説
明
で
き
な
い
。

　

こ
の
人
物
は
上
記
の
記
述
よ
り
、
学
校
関
係
者
と
考
え
ら
れ
た
の
で
そ
の
線

で
調
べ
た
と
こ
ろ
佐
々
木
千
尋
な
る
人
物
が
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

佐
々
木
千
尋
に
つ
い
て
は
「
奉
任
判
任
履
歴
表
」（
松
平
文
庫
九
七
七
）
に

は
「
明
治
二
巳
十
一
月
廿
八
日
、
一
学
校
少
管
務
申
付
候
事
」
と
あ
り
、
そ
れ

以
降
学
校
で
出
納
方
な
ど
を
し
て
お
り
、明
治
四
年
六
月
「
廿
四
日
（
一
八
七
一

年
六
月
八
日
）
任
福
井
藩
少
属
、
但
学
校
出
納
方
」、「
同
年
十
二
月
十
日

（
一
八
七
二
年
一
月
十
九
日
）
任
福
井
県
少
属
、
庶
務
課
学
校
事
務
」
に
な
っ

て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
ル
セ
ー
や
グ
リ
フ
ィ
ス
が
福
井
に
滞
在
し
た
時
に

は
千
尋
は
学
校
に
関
係
し
て
お
り
、
グ
リ
フ
ィ
ス
と
接
触
が
あ
っ
た
と
し
て
も

お
か
し
く
な
い
の
で
、
三
人
目
の
佐
々
木
姓
の
人
物
は
佐
々
木
千
尋
と
同
定
し

た
。

表一　「佐々木」姓の人物の日付とその記述内容
日　付 内　容 人　物
1871 年
03 月 07 日 佐々木氏からシャンペン2本と猿の彫刻と卓子をもらった。 権六
03 月 08 日 佐々木氏と役人と一緒に船橋の方に遠乗りをした。 権六
03 月 09 日 学監の一人と佐々木が訪ねて来た。 権六
03 月 09 日 夕方、佐々木の息子に教えた。 忠次郎
03 月 18 日 松岡へ行き、火薬工場と製造工程順を見た。 権六
03 月 20 日 佐々木に電信機の計画を説明した。 権六
03 月 25 日 放課後、佐々木と岩淵と一緒に、馬で紙漉き村へ行った。 権六
03 月 29 日 夜、佐々木の息子ら…。 忠次郎
04 月 02 日 午後、佐々木、岩淵と一緒に散歩に出掛けた。 権六
04 月 08 日 朝食、佐々木、井上、岩淵に私が馬で石炭の出る山に行った。 権六
04 月 14 日 佐々木の家を訪ねて、彼の家族に会った。 権六
04 月 18 日 佐々木と田川を夕食に招き、教育などの話をした。 権六
04 月 27 日 佐々木ナラホド（Narahodo）が来た。 権六
05 月 31 日 夜、佐々木と5人の学生に化学を教えた。 権六、忠次郎
06 月 03 日 大谷、橋本医者、佐々木が夕食に来た。 権六
06 月 08 日 佐々木が視学館として来た。 権六
06 月 08 日 佐々木の息子に5時から6時まで教えた。 忠次郎
06 月 14 日 午後、佐々木と長い間、興味ある話をした。 権六
06 月 15 日 佐々木の息子に教えた。 忠次郎
06 月 20 日 化学所の炉のことで佐々木と忙しかった。 権六
06 月 30 日 ルセー氏の見送り、学校から斎藤、佐々木、田川の3人…。 千尋

佐々木、岩淵、私、井上などが馬に乗り、3里行って別れた。 権六
07 月 02 日 佐々木の家で夕食、橋本医師も一緒だった。 権六
07 月 04 日 夜、佐々木氏の家へ行き、政治・道徳について話した。 権六
07 月 14 日 午後、カールと佐々木に教えた。 忠次郎
07 月 16 日 午後、佐々木が獅子舞、道化役者などの一座を連れて来た。 権六
07 月 18 日 斎藤、大谷、佐々木、田川が学校に来た。 千尋、権六
07 月 20 日 夜、本多氏が留守であったので佐々木を訪ねた。 権六
07 月 22 日 夜、佐々木、橋本、本多、桑原が夕食にきた。 権六
07 月 31 日 夜、佐々木と少年達と鉄砲工場近くの大祭へ行った。 権六
08 月 07 日 佐々木が学校の役人に2人を任命した。 権六
08 月 14 日 午後、カールと佐々木に教えた。 忠次郎
08 月 15 日 午後、4時まで教えた。佐々木と岩淵と散歩をした。 権六
08 月 17 日 午後佐々木と話し、彼と岩淵と一緒に泳ぎにいった。 権六
08 月 28 日 午前、佐々木が訪ねて来た。 権六
09 月 01 日 佐々木が珊瑚をのせる台を持ってきた。 権六
09 月 04 日 佐々木とヨハンに教えた。 忠次郎
09 月 12 日 午後、佐々木と大谷が訪ねて来た。 権六
09 月 13 日 図画を始めた、佐々木氏と中野が手伝った。 権六
10 月 03 日 昼食後、馬で佐々木と岩淵と3人で松岡へ行った。 権六
10 月 09 日 佐々木が夕食に来た。 権六
10 月 17 日 佐々木が夕食にきた。教育の話をした。 権六
10 月 18 日 夜、佐々木を訪ねた。 権六
10 月 25 日 午後、中野、大岩、吐酔、岩淵と佐々木の家へ行った。 権六
10 月 26 日 佐々木（忠次郎）の代わりをする。 忠次郎
10 月 27 日 夕食、佐々木ともう一人上役人が一緒だった。 権六
10 月 29 日 佐々木ナラホドが訪ねて来た。 権六
10 月 31 日 今日、佐々木が別れを言いに来た。 権六
1872 年
01 月 16 日 佐々木が訪ねてきて、請求書を受け取ったと言った。 千尋
01 月 22 日 佐々木、岩淵、本多など10名が府中まで同行した。 千尋

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



19

沖　

グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日
記
中
の
福
井
人
の
同
定
に
つ
い
て

　

以
上
の
よ
う
に
、
日
記
中
の
佐
々
木
姓
の
人
物
が
三
人
い
る
た
め
、
ど
の
日

付
が
ど
の
人
物
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
表
一
に
日
付
、
日

記
の
内
容
、
該
当
す
る
人
物
を
示
す
。

　

下
記
に
、
そ
の
日
付
に
該
当
人
物
を
決
め
た
理
由
を
簡
単
に
記
し
て
お
く
。

最
初
に
分
か
り
や
す
い
忠
次
郎
に
つ
い
て
記
す
。
佐
々
木
の
息
子
と
書
か
れ
て

い
る
場
合
、
次
に
七
月
十
四
日
の
よ
う
に
「
カ
ー
ル
と
佐
々
木
に
教
え
た
」
と

あ
る
よ
う
な
場
合
、
カ
ー
ル
は
先
の
笠
原
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
よ
う
に
、
笠
原

格
で
あ
り
、
春
嶽
に
よ
っ
て
忠
次
郎
と
一
緒
に
格
も
伝
習
生
に
選
ば
れ
て
い
る

同
輩
で
あ
る
こ
と
か
ら
忠
次
郎
と
一
緒
に
習
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
考
え

た
。
次
に
千
尋
で
あ
る
が
、こ
れ
は
先
に
記
し
た
三
件
に
つ
い
て
当
て
は
め
た
。

た
だ
し
、
七
月
十
八
日
の
「
斎
藤
、
大
谷
、
佐
々
木
、
田
川
が
学
校
に
来
た
」

の
場
合
の
よ
う
に
、
千
尋
か
権
六
か
は
っ
き
り
し
な
い
な
ど
、
決
め
か
ね
た
と

き
は
二
人
の
名
前
を
併
記
し
た
。残
り
は
す
べ
て
そ
の
内
容
か
ら
特
に
権
六（
長

淳
）
を
該
当
人
物
と
し
て
も
不
都
合
で
は
な
い
と
考
え
て
そ
の
よ
う
に
同
定
し

た
。

　
　
　
一
〇
　
千
本

　

日
記
に
出
て
く
る
千
本
姓
は
九
回（
一
八
七
一
年
五
月
二
日
～
九
月
三
十
日
）

で
あ
る
。
し
か
し
、
先
の
小
笠
原
の
項
に
も
記
し
た
が
三
月
五
日
の
グ
リ
フ
ィ

ス
の
日
記
で
「
知
藩
事
と
重
臣
四
人
に
会
っ
た
。
…
名
刺
を
交
換
」
と
あ
り
、

図
一
に
示
し
た
よ
う
に
福
井
大
学
の
グ
リ
フ
ィ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
千
本
の

福
井
藩
権
大
参
事
千
本
久
信
の
名
刺
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
三
月
五
日
の
日

記
に
は
重
臣
の
名
前
は
無
い
。
山
下
は
、三
月
五
日
の
日
記
中
の
注
と
し
て「
副

参
事　

千
本
久
信
」
と
記
し
て
い
る
。

　
「
新
任
官
員
履
歴
表
」（
松
平
文
庫
九
七
七
）
の
千
本
久
信
（
弥
三
郎
）
の
項

に
「
明
治
二
己
巳
十
月
十
四
日
、
一
任
福
井
藩
権
大
参
事
」
と
あ
り
、
名
刺
と

一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、「
福
井
藩
職
員
録
」（
松
平
文
庫
九
〇
三
）
に
も
「
九

等　

権
大
参
事　

千
本
弥
三
郎
」
と
あ
る
。
以
上
の
事
よ
り
、
日
記
に
あ
る
千

本
姓
の
人
物
は
千
本
久
信
（
弥
三
郎
）
と
同
定
し
た
。

　
　
　
一
一
　
中
沢
（
ヨ
ハ
ン
）

　
『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
（
増
補
改
訂
版
）』
の
人
名
索
引
に
「
中
沢
岩
太
郎
（
ヨ

ハ
ン
）」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
日
記
中
に
は
ヨ
ハ
ン
が
七
回
（
一
八
七
一
年

七
月
一
日
～
十
一
月
十
日
）、
ヨ
ハ
ン
の
父
（
十
月
二
十
三
日
）、
ヨ
ハ
ン
の
母

（
十
一
月
二
十
二
日
）
が
各
一
回
、
一
方
中
沢
は
グ
リ
フ
ィ
ス
に
同
行
し
て
東

京
に
旅
立
っ
た
日
（
一
八
七
二
年
一
月
二
十
二
日
）
の
一
回
だ
け
で
あ
る
。

　

な
お
、一
八
七
二
年
一
月
十
二
日
の
日
記
に
「
カ
ー
ル
、石
田
、ジ
ョ
ン
（
ヨ

ハ
ン
か
）
と
相
撲
を
取
っ
て
私
が
勝
っ
た
」
と
あ
る
。
な
お
、
日
記
の
英
文
に

は
「（
ヨ
ハ
ン
か
）」
と
言
う
部
分
は
な
く
、
山
下
が
注
の
つ
も
り
で
入
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
理
由
や
根
拠
は
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
。

　

こ
こ
か
ら
本
題
で
あ
る
が
、
先
の
カ
ー
ル
の
場
合
と
同
様
に
、
一
つ
目
に
ヨ

ハ
ン
が
誰
か
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
二
つ
目
に
そ
の
人
物
で
間
違
い
な
い
と
い

う
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

一
つ
目
の
ヨ
ハ
ン
は
誰
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
山
下
は
七
月
一
日
の
日
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記
を
「
山
田
（
山
田
卓
介
）、
カ
ー
ル
（
笠
原
）、
ヨ
ハ
ン
（
中
沢
岩
太
郎
）
が

私
の
部
屋
に
来
た
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、対
応
す
る
英
文
は
「Y

am
ada, 

Carl, and Johann in m
y room

」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日

本
語
訳
の
（　

）
の
中
は
山
下
が
注
と
し
て
付
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
根

拠
に
つ
い
て
は
何
も
記
し
て
い
な
い
。
カ
ー
ル
に
つ
い
て
は
上
述「
八　

笠
原
」

で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
ヨ
ハ
ン
に
つ
い
て
は
、
山
下
は
同
じ
『
グ

リ
フ
ィ
ス
と
福
井
』
の
Ⅱ
章
「
五 

グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
生
活
」
の
中
で
「
吐

酔
と
同
時
に
ヨ
ハ
ン
が
入
居
し
た
。
ヨ
ハ
ン
が
誰
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
三
岡

の
息
子
の
こ
と
を
ジ
ョ
ウ
ン
ズ
と
グ
リ
フ
ィ
ス
は
呼
ん
だ
…
ヨ
ハ
ン
が
こ
の
三

岡
の
息
子
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
（
（（
（

」
と
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
は
っ
き
り

と
ヨ
ハ
ン
を
中
沢
岩
太
郎
と
は
断
定
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
姉
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
宛
て
の
書
簡
に
は
ヨ
ハ
ン
に
関
す
る
記
述
が
な

く
、
ヨ
ハ
ン
が
中
沢
で
あ
る
と
い
う
こ
と
示
す
も
の
も
無
い
。

　

一
方
、
中
沢
が
中
沢
岩
太
（
山
下
は
岩
太
郎
と
記
し
て
い
る
）
で
あ
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
八
七
二
年
一
月
二
十
二
日
の
日
記
に
、
中
沢

が
グ
リ
フ
ィ
ス
の
東
京
行
き
に
同
行
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。こ
の
事
は
、

中
沢
岩
太
の
喜
寿
記
念
誌
『
中
沢
岩
太
博
士
喜
寿
祝
賀
記
念
帖
（
（（
（

』
の
中
に
中
沢

が
グ
リ
フ
ィ
ス
と
井
上
な
ど
に
同
行
し
て
東
京
に
向
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お

り
、
確
認
で
き
た
。

　

す
な
わ
ち
、
中
沢
が
中
沢
岩
太
で
は
っ
き
り
し
た
が
、
ヨ
ハ
ン
が
中
沢
で
あ

る
点
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
記
で
中
沢
と
あ
る

の
は
、
最
後
の
一
月
二
十
二
日
の
た
だ
一
回
で
あ
り
、
な
ぜ
、
こ
の
時
だ
け
ヨ

ハ
ン
で
な
く
中
沢
と
記
し
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
も
し
か
す
る
と
ヨ

ハ
ン
と
中
沢
と
別
人
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
中
沢
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
し
た
。
一
月
二
十
二
日
の
日
記
を

見
る
と
「
駕
籠
と
人
足
が
ど
う
し
て
も
二
つ
し
か
集
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
一

つ
に
本
山
、
中
沢
、
も
う
一
つ
に
肥
後
（
カ
ス
パ
ー
）、
井
上
と
私
が
乗
っ
て

進
ん
だ
」
と
あ
り
、
其
の
二
行
後
に
「
カ
ス
パ
ー
と
本
山
を
の
せ
た
駕
籠
屋
は

仕
事
を
捨
て
て
府
中
に
も
ど
っ
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に

矛
盾
し
て
い
る
、
な
ぜ
な
ら
最
初
は
本
山
と
一
緒
に
駕
籠
に
の
っ
た
の
は
中

沢
で
あ
っ
た
の
に
、
逃
げ
出
し
た
駕
籠
に
乗
っ
て
い
た
の
は
カ
ス
パ
ー
（
肥

後
）
と
本
山
に
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
か
を
見
る

た
め
に
、
こ
の
日
の
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
記
の
原
文
の
コ
ピ
ー
を
見
た
（
（（
（

。
そ
こ

に
は
山
下
が
翻
刻
さ
れ
た
英
文
と
同
じ
で
、
最
初
の
と
こ
ろ
は
「M

otoyam
a 

&
 N

akazaw
a,

（Casper

）H
igo Inow

i &
 I pushed on.

」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
問
題
は
「N

akazaw
a

」
の
後
に
あ
る
コ
ン
マ
ー
（
，）
で
、
山

下
は
原
文
に
忠
実
に
記
さ
れ
て
日
本
語
訳
さ
れ
た
が　

本
来
こ
の
コ
ン
マ
ー

は
「N

akazaw
a

（Casper

）,H
igo

」 

で
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
上
記
の
矛
盾

も
解
消
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
確
か
め
る
た
め
に
先
の
日
記
の
原
文
の

一
月
二
十
三
日
と
こ
ろ
の
コ
ピ
ー
（
（（
（

を
見
る
と
「Coolies cam

e at 3　

and 

w
e stated off Casper

（N
akadzaw

a

） &
 m

yself on the shoulders of 

coolies,

」
と
記
さ
れ
て
い
る
事
を
見
出
し
た
。
ま
た
、『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
』

の
口
絵
写
真
の
中
に
、
グ
リ
フ
ィ
ス
を
囲
む
福
井
の
生
徒
の
写
真
が
載
っ
て
い

る
。
こ
の
実
物
の
裏
に
学
生
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
紙
が
貼
っ
て
あ
り
、
そ

こ
に
は
笠
原
（
カ
ー
ル
）、
中
野
、
中
沢
（
カ
ス
パ
ー
）、
石
田
、
本
山
、
山
形

と
記
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
こ
こ
で
も
中
沢
は
カ
ス
パ
ー
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
沢
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グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日
記
中
の
福
井
人
の
同
定
に
つ
い
て

は
「
ヨ
ハ
ン
」
で
な
く
「
カ
ス
パ
ー
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
の
日
記
に
七
回
も
出
て
く
る
「
ヨ
ハ
ン
」
が
誰
か
と

い
う
事
は
現
在
の
所
全
く
分
か
ら
ず
今
後
の
課
題
と
な
っ
た
。

　
　
　
一
二
　
中
野

　

日
記
中
に
中
野
姓
は
二
十
六
回
（
一
八
七
一
年
六
月
六
日
～
一
八
七
二
年
一

月
二
十
六
日
）
出
て
く
る
。
先
の
「
三 
大
岩
」
と
同
様
に
中
野
は
グ
リ
フ
ィ

ス
の
助
手
で
あ
り
、
新
居
が
出
来
た
時
に
は
大
岩
と
伴
に
同
居
し
て
い
た
の
で

出
て
く
る
回
数
は
多
い
。

　

山
下
は
日
記
の
九
月
十
一
日
の
「
大
岩
と
中
野
が
今
日
か
ら
教
え
始
め
た
」

と
い
う
箇
所
の
注
と
し
て
、
中
野
に
つ
い
て
「
中
野
外
志
男
…
は
福
井
藩
士
。

洋
学
を
以
て
明
新
館
准
二
等
教
授
と
な
る
」
と
あ
り
、
ま
た
、
日
記
の
十
月

二
十
六
日
に
「
今
日
、
中
野
、
大
岩
が
化
学
科
の
助
手
に
任
命
さ
れ
た
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
助
手
の
任
命
に
関
し
て
「
子
弟
輩
」（
松
平
文
庫
九
二
二
）

の
「
中
野
外
志
男
」
の
項
に
「
同
《（
明
治
）》
四
未
九
月
十
三
日
（
一
八
七
一

年
十
月
二
十
六
日
）
化
学
所
庶
務
方
兼
教
授
方
手
伝
被
仰
付
候
事
」
と
あ
り
、

先
の
大
岩
の
と
こ
ろ
に
も
同
様
の
内
容
が
あ
る
こ
と
を
記
し
た
。
す
な
わ
ち
、

グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
記
の
事
実
と
藩
の
人
事
記
録
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
こ
れ
よ
り
、
日
記
中
の
中
野
は
中
野
外
志
男
で
あ
る
と
同
定
し
た
。

　
　
　
一
三
　
中
村

　

日
記
中
に
中
村
姓
が
十
回
（
一
八
七
一
年
三
月
二
日
～
十
月
二
十
二
日
）
出

て
く
る
。
た
だ
し
、『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
』
の
人
名
索
引
に
は
中
村
正
直
と

中
村
禄
三
郎
の
二
人
姓
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
者
が
九
回
で
後
者

は
一
回
（
三
月
二
日
の
注
）
だ
け
で
あ
る
。
山
下
は
正
直
に
つ
い
て
は
特
に
注

は
付
け
て
い
な
い
。
グ
リ
フ
ィ
ス
と
正
直
が
最
初
に
会
っ
た
の
は　

グ
リ
フ
ィ

ス
が
福
井
か
ら
東
京
に
行
く
途
中
で
友
人
ク
ラ
ー
ク
を
静
岡
に
訪
ね
、
ク
ラ
ー

ク
の
自
宅
で
中
村
正
直
に
会
っ
た
こ
と
が
日
記
（
一
八
七
二
年
一
月
三
十
日
）

か
ら
分
か
っ
て
い
る
（
（（
（

。
す
な
わ
ち
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
正
直
と
親
交
が
あ
っ
た
の

は
福
井
時
代
で
は
な
く
、
福
井
日
記
に
中
村
正
直
が
出
て
く
る
こ
と
は
あ
り
得

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

山
下
は
後
者
の
中
村
禄
三
郎
に
関
し
て
は
、
上
記
の
よ
う
に
日
記
の
三
月
二

日
の
注
と
し
て
記
し
て
い
る
、
但
し
、
こ
の
日
の
日
記
の
中
に
は
中
村
の
名
前

は
な
い
が
、
注
と
し
て
江
戸
か
ら
の
同
行
者
「
護
衛
中
村
禄
三
郎
」
と
あ
り
、

そ
の
注
に
「
中
村
禄
三
郎
は
東
京
で
福
井
藩
の
軍
務
関
係
の
仕
事
に
つ
く
。
明

治
三
年
七
月
お
雇
い
外
国
人
ル
セ
ー
の
寄
宿
の
警
衛
に
あ
た
り
、
同
四
年
グ
リ

フ
ィ
ス
の
警
備
に
あ
た
る
。
二
五
石
五
人
扶
持　

権
少
属
」
と
あ
る
。　

　

中
村
禄
三
郎
に
関
し
て
「
士
族
」（
松
平
文
庫
九
二
一
）
を
調
べ
る
と
、
明

治
三
年
「
十
二
月
十
四
日
（
一
八
七
一
年
二
月
三
日
）
御
雇
外
国
人
福
井
へ
被

遣
ニ
付
付
附
添
被
仰
付
、
正
月
十
四
日
（
一
八
七
一
年
三
月
四
日
）
帰
着
」
と

あ
り
、
こ
の
帰
着
の
日
は
グ
リ
フ
ィ
ス
日
記
の
三
月
四
日
「
九
時
半
ご
ろ
府
中
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五
十
九
巻
二
号

を
出
発
し
た
…
十
一
時
半
福
井
に
着
い
た
」
と
あ
り
、
中
村
禄
三
郎
が
グ
リ

フ
ィ
ス
の
護
衛
と
し
て
東
京
か
ら
同
行
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
「
士

族
」
に
は
「
同
《（
明
治
）》
四
年
正
月
十
七
日
学
校
出
仕
、
但
御
雇
教
師
護
衛

勤
」
と
あ
る
。
そ
し
て
日
記
の
七
月
十
八
日
に
「
井
上
、
中
村
、
私
の
護
衛
役

人
が
解
雇
に
な
っ
た
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
士
族
」
の
明
治
四
年
六
月
一
日

（
一
八
七
一
年
七
月
十
八
日
）
に
「
御
改
正
ニ
付
出
仕
被
免
事
」
と
あ
り
、
一

致
し
て
い
る
。

　

以
上
の
事
か
ら
、
日
記
に
出
て
く
る
中
村
は
全
て
中
村
禄
三
郎
で
あ
る
と
同

定
し
た
。

　
　
　
一
四
　
橋
本

　

グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
記
中
に
橋
本
姓
は
十
九
回
（
一
八
七
一
年
三
月
十
五
日
～

一
八
七
二
年
一
月
十
八
日
）
出
て
く
る
。
そ
し
て
『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
』
の

人
名
索
引
に
は「
橋
本
」「
橋
本
医
者
」「
橋
本
医
師
」の
三
通
り
の
表
記
が
あ
る
。

山
下
は
日
記
の
三
月
十
五
日
の
「
夜
、
橋
本
医
者
が
家
に
来
た
」
と
の
注
と
し

て
、橋
本
綱
維
と
そ
の
弟
橋
本
綱
常
の
二
人
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
。ま
た
、『
グ

リ
フ
ィ
ス
福
井
書
簡
』
の
一
八
七
一
年
六
月
六
十
一
日
付
の
姉
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

宛
て
の
書
簡
に
「
医
者
の
橋
本
さ
ん
を
訪
ね
た
」
と
あ
り
、
そ
の
注
を
記
し
て

い
る
が
、
日
記
と
同
様
に
二
人
の
名
前
が
あ
り
、
二
人
共
な
の
か
、
ど
ち
ら
か

一
人
な
の
か
な
ど
が
分
か
り
に
く
い
。

　

こ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
、「
士
族
」（
松
平
文
庫
九
二
一
）
の

「
綱
常
」
の
項
目
を
調
べ
た
。
そ
の
結
果
、
綱
常
は
明
治
三
年
十
一
月
十
八
日

（
一
八
七
一
年
一
月
八
日
）「
於
兵
部
省
軍
事
病
院
医
官
（
大
阪
）
被
仰
付
候
」

と
あ
り
、「
同
四
未
三
月
二
日
大
阪
江
家
族
引
越
願
」
を
出
し
、
三
月
二
十
日

（
一
八
七
一
年
四
月
九
日
）
に
家
族
も
大
阪
に
出
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

綱
常
は
グ
リ
フ
ィ
ス
が
福
井
に
来
た
こ
ろ
に
は
福
井
に
い
な
か
っ
た
と
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。

　

一
方
、
網
維
は
「
士
族
」（
松
平
文
庫
九
二
一
）
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
年

十
一
月
十
三
日
に
「
任
一
等
教
授
、
但
医
学
掛
り
」
で
「
病
院
頭
取
可
為
従
前

之
通
事
」
と
あ
り
、
そ
の
次
に
、
明
治
四
年
八
月
十
二
日
（
一
八
七
一
年
十
月

二
日
）
松
平
茂
昭
が
福
井
を
去
る
に
あ
た
り
「
道
中
随
従
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
日
記
の
十
月
一
日
に
「
橋
本
の
家
に
行
っ
て
。
彼
と
別
れ
の
あ
い

さ
つ
を
し
た
」
と
あ
る
こ
と
と
一
致
し
て
い
る
。

　

な
お
、一
八
七
一
年
一
月
十
八
日
に
グ
リ
フ
ィ
ス
は「
橋
本
氏
へ
形
見
を
送
っ

た
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
「
橋
本
氏
」
は
当
時
そ
の
家
族
（
母
堂
）
が
福
井

に
い
て
そ
の
方
に
渡
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
事
か
ら
日
記
中
の
「
橋
本
」
は
す
べ
て
橋
本
綱
維
に
同
定
さ
れ
る
と

思
わ
れ
る
。　

　
　
　
一
五
　
本
多

　

グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日
記
に
は
、
本
多
と
い
う
姓
は
十
六
回
（
一
八
七
一
年

六
月
十
一
日
～
一
八
七
二
年
一
月
二
十
二
日
）
出
て
く
る
が
、
日
記
中
に
は
本

多
に
関
す
る
注
は
一
切
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
『
グ
リ
フ
ィ
ス
福
井
書
簡
』
に
は
本
多
に
関
す
る
注
が
二
つ
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グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日
記
中
の
福
井
人
の
同
定
に
つ
い
て

見
ら
れ
る
。一
つ
目
は
姉
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
宛
て
の
手
紙（
六
月
十
一
日
付
）で「
遅

い
夕
食
後
、
江
戸
の
友
人
の
父
、
本
多
さ
ん
を
訪
ね
て
行
っ
た
。
そ
の
妻
と
娘

に
も
会
っ
た
」
と
あ
り
、
山
下
は
そ
の
注
で
「
本
多
さ
ん
：
本
多
鼎
介　

福
井

藩
士
…
」
と
記
し
て
い
る
。
二
つ
目
は
九
月
九
日
付
の
手
紙
で
「
友
人
の
本
多

が
江
戸
か
ら
福
井
に
来
て
こ
れ
か
ら
六
ヶ
月
同
居
す
る
」
と
あ
り
、
そ
の
本
多

の
注
は
「
本
多
：
本
多
勝
三
郎
（
貴
一
）
二
〇
歳
。
福
井
藩
士
。
沼
津
兵
学
校

出
身
」
と
あ
る
。
こ
の
通
り
だ
と
す
る
と
、江
戸
の
友
人
は
本
多
貴
一
で
あ
り
、

そ
の
父
親
が
本
多
鼎
介
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
以
下
に
記
す
よ
う
に

本
多
貴
一
の
父
は
藩
の
家
老
職
に
あ
っ
た
本
多
修
理
（
釣
月
）
で
あ
る
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
先
立
ち
、
江
戸
の
友
人
が
本
多
貴
一
で
あ
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
し

て
同
定
し
た
か
を
記
す
。

　

本
多
貴
一
に
関
す
る
「
士
族
」（
松
平
文
庫
九
二
一
）
の
項
目
に
は
、
貴
一

が
明
治
二
年
十
月
、
沼
津
兵
学
校
に
出
掛
け
た
こ
と
、
翌
年
五
月
八
日
に
沼
津 

兵
学
校
で
修
業
を
し
て
い
た
が
、正
二
位
様
の
思
し
召
し
で
、東
京
の
フ
ル
ベ
ッ

キ
教
授
に
付
く
こ
と
が
ゆ
る
さ
れ
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
貴
一
は
明
治
三
年
五
月
中
に
東
京
に
出
て
い
き
、
以
後
、
日
記

に
あ
る
よ
う
に
一
八
七
一
年
八
月
二
十
八
日
（
明
治
四
年
七
月
十
三
日
）
に
福

井
に
帰
る
ま
で
東
京
に
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
の
方
は
福
井
に
行

く
前
の
明
治
四
年
一
月
三
日
か
ら
二
月
十
六
日
ま
で
東
京
に
い
た
こ
と
は
は
っ

き
り
し
て
い
る
。
こ
の
間
に
貴
一
と
グ
リ
フ
ィ
ス
の
交
流
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
こ
れ
を
直
接
し
め
す
史
料
は
な
い
。

　

た
だ
、
山
岡
次
郎
に
つ
い
て
、
姉
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
宛
て
の
手
紙
（
一
八
七
一

年
五
月
十
七
日
付
）
で
、
藩
が
留
学
生
と
し
て
選
ん
だ
の
は
「
名
前
を
山
岡
と

い
っ
て
英
語
を
上
手
に
話
し
…
江
戸
で
数
回
会
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、貴
一
が
グ
リ
フ
ィ
ス
と
江
戸
で
会
っ
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
く
、

そ
の
た
め
日
記
に
「
江
戸
の
友
人
」
と
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、「
江
戸
の
友
人
」
と
記
さ
れ
た
本
多
を
本
多
貴
一
と
同
定
し
た
。

　

江
戸
の
友
人
が
本
多
貴
一
と
す
る
と
、
そ
の
父
親
は
『
幕
末
維
新
名
流
戸
籍

表二　「本多」姓の人物の日付とその記述内容
日　付 内　容 人　物
1871 年

06 月 11 日 食後、岩淵と役人と散歩に行き本多の家を訪ねた。 修理

06 月 16 日 本多氏と娘さんが訪ねて来た。 修理

07 月 18 日 夜、橋本医者と本多氏が遊びに来た。 修理

07 月 22 日 佐々木、橋本、本多、桑原が夕食に来た。 修理

08 月 28 日 午後、東京から本多が帰ってきて、遊びに来た。 貴一

09 月 06 日 6時半に本多氏の家に行き、物理学について話した。 修理

09 月 24 日 9時から12時まで本多と散歩をした。 貴一

09 月 26 日 今日、本多が来た。 貴一

09 月 27 日 大岩、中野、本多と化学の本を読んだ。 貴一

10 月 21 日 夜、川向うの本多家の宴会に出かけた。 修理

11 月 28 日 通訳に本多と宮永が選ばれた。 鼎介

1872 年

01 月 13 日 昼食後、本多と化学所に行き、マッチの作り方を教えた。 貴一

01 月 18 日 本多氏に形見を送った。 修理

01 月 19 日 本多氏から火鉢をもらった。 修理

01 月 20 日 学生数人の親、本多氏、笠原氏らが訪ねて来た。 修理

01 月 22 日 佐々木、岩淵、本多らが、府中まで同行した。 貴一

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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二
号

調
』
か
ら
、
福
井
藩
の
家
老
で
あ
っ
た
本
多
修
理
（
釣
月
）
で
あ
る
と
同
定
で

き
る
。

　

グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
記
中
の
本
多
姓
の
人
物
と
し
て
、後
述
の
「
一
八　

宮
永
」

で
も
記
す
が
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
講
義
録
『
化
学
筆
記
』
の
筆
記
者
と
し
で
て
く

る
人
物
で
、
本
多
鼎
介
が
い
る
。
日
記
の
十
一
月
二
十
八
日
に
「
通
訳
に
本
多

と
宮
永
が
選
ば
れ
た
」
と
あ
り
、
姉
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
宛
て
の
手
紙
（
十
二
月

三
日
頃
）
に
、
今
度
、
講
義
を
日
本
語
に
し
て
出
版
す
る
た
め
に
「
藩
庁
は
新

に
二
人
の
通
訳
を
任
命
し
た
。
本
多
と
い
う
名
前
の
一
人
は
日
本
語
の
慣
用
語

句
、
語
源
を
専
門
に
知
っ
て
い
る
こ
と
で
有
名
で
、
外
国
の
科
学
用
語
を
そ
れ

に
相
当
す
る
日
本
語
に
置
換
え
る
能
力
が
あ
る
そ
う
だ
」
と
記
し
て
い
る
。
こ

の
記
述
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
ま
た
、
宮
永
に
つ
い
て
「
私
の
優
秀
な
生
徒

の
一
人
」
と
い
う
の
に
比
べ
て
も
、
こ
の
人
物
に
つ
い
て
グ
リ
フ
ィ
ス
が
以
前

か
ら
知
っ
て
い
た
人
物
で
は
な
い
と
お
も
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、こ
の
本
多
は「
一
八　

宮
永
」の
所
で
述
べ
る
よ
う
に
、『
化
学
筆
記
』

の
関
連
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
鼎
介
で
あ
る
と
同
定
し
て
間
違
い
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
記
中
の
本
多
姓
の
人
物
は
三
人
い
る

こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
、
ど
の
日
付
が
ど
の
人
物
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に

す
る
必
要
が
あ
る
。
表
二
に
日
付
、
日
記
の
内
容
、
該
当
す
る
人
物
を
示
す
。

以
下
に
、
そ
の
日
付
に
該
当
人
物
を
決
め
た
理
由
を
簡
単
に
記
し
て
お
く
。

　

日
記
の
七
月
ま
で
は
す
べ
て
「
修
理
」
と
し
て
い
る
の
は
、
貴
一
は
ま
だ
東

京
か
ら
帰
っ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
。
九
月
六
日
に
「
本
多
氏
の
家
へ
行
っ

た
」
と
あ
り
、
十
月
二
十
一
日
も
「
本
多
家
の
宴
会
に
出
か
け
た
」
と
あ
り
、

一
八
七
二
年
一
月
十
八
日
は
本
多
氏
な
ど
へ
形
見
を
送
っ
た
。一
月
二
十
日「
学

生
数
人
の
親
、
本
多
氏
、
笠
原
氏
が
訪
ね
て
来
た
」
と
い
う
内
容
か
ら　

こ
の

本
多
は
「
修
理
」
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

　
「
貴
一
」
は
八
月
二
十
八
日
に
東
京
か
ら
帰
り
挨
拶
に
来
た
。
九
月
二
十
四

日
の
三
時
間
も
の
散
歩
は
貴
一
以
外
考
え
に
く
い
。
九
月
二
十
六
日
は
貴
一
が

グ
リ
フ
ィ
ス
の
新
居
に
同
居
し
た
日
と
考
え
ら
れ
、
二
十
七
日
は
同
居
し
て
い

る
大
岩
、
中
野
と
一
緒
に
化
学
の
本
を
読
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
年
明
け
の
一
月

十
三
日
は
マ
ッ
チ
の
作
り
方
で
あ
り
、
一
月
二
十
二
日
は
グ
リ
フ
ィ
ス
が
福
井

を
発
っ
た
日
で
府
中
ま
で
送
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
両
日
は
貴
一
以
外
考

え
に
く
い
。

　
「
鼎
介
」
は
十
一
月
二
十
八
日
に
通
訳
と
し
て
選
ば
れ
た
の
は
上
記
の
よ
う

に
間
違
い
な
い
の
で
そ
の
よ
う
に
決
め
た
。

	

　
　
　
一
六
　
三
岡

　　

日
記
中
に
三
岡
姓
は
一
六
回
（
一
八
七
一
年
四
月
五
日
～
一
八
七
二
年
一
月

十
日
）
出
て
く
る
。
さ
ら
に
別
人
（
佐
々
木
忠
次
郎
）
の
注
に
、
三
岡
丈
夫
が

記
さ
れ
て
お
り
（
三
月
九
日
）、
別
件
（
火
薬
庫
な
ど
の
説
明
）
の
注
（
三
月

二
十
二
日
）
に
三
岡
八
郎
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
回
数
に
い
れ
て
い

な
い
。

　

な
お
、
三
岡
も
三
岡
八
郎
と
そ
の
息
子
丈
夫
の
二
人
の
可
能
性
が
あ
る
が
、

人
名
索
引
に
は
三
岡
八
郎
の
み
で
あ
る
。

　

山
下
は
四
月
十
五
日
の
日
記
に
「
夜
、
三
岡
の
家
へ
行
っ
た
」
と
あ
る
。
そ

の
注
と
し
て
「
三
岡
八
郎
（
由
利
公
正
…
）
横
井
小
南
の
思
想
に
共
鳴
…
明
治
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グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日
記
中
の
福
井
人
の
同
定
に
つ
い
て

四
年
東
京
府
知
事
に
任
命
さ
れ
た
」
と
し
て
い
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
の
八
月
二
十

日
の
日
記
に
は
「
三
岡
が
「
集
議
院
」
に
参
加
す
る
た
め
東
京
へ
行
く
こ
と

に
な
っ
た
」
と
あ
る
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
「
士
族
」（
松
平
文
庫

九
二
一
）
の
「
由
利
八
郎
（
三
岡
八
郎
、三
岡
彦
一
父
）」
の
項
目
に
「
同
日
（
明

治
四
年
七
月
四
日
＝
一
八
七
一
年
八
月
十
九
日
）
御
用
有
之
東
京
へ
可
罷
出
候

事
」
と
あ
る
、
そ
の
一
行
後
に
「
東
京
府
知
事
拝
命
、
其
後
御
用
有
之
洋
行
、

御
用
済
東
京
寄
留
、
非
役
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
よ
り
、
日
記
中

の
三
岡
は
三
岡
八
郎
（
由
利
公
正
）
で
あ
る
と
同
定
し
た
。

　

な
お
、
日
記
の
内
容
か
ら
考
え
て
、
三
岡
八
郎
の
息
子
で
あ
る
丈
夫
と
考
え

る
必
要
性
は
な
い
の
で
、
上
述
の
よ
う
に
日
記
中
の
三
岡
は
す
べ
て
索
引
の
よ

う
に
三
岡
八
郎
（
由
利
公
正
）
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
一
七
　
三
崎

　

日
記
中
に
は
三
崎
姓
は
十
回
（
一
八
七
一
年
五
月
八
日
～
一
八
七
二
年
一
月

十
九
日
）
出
て
く
る
。
山
下
は
日
記
に
最
初
に
出
て
く
る
五
月
八
日
の
「
今
日
、

三
崎
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
語
を
勉
強
す
る
少
年
十
五
人
を
小
学
校
か
ら
選
抜
し

た
」
と
い
う
箇
所
の
注
と
し
て
「
三
崎
宗
玄
（
嘯
輔
）
は
福
井
藩
医
。
明
治
六

年
二
十
六
歳
で
死
亡
」
と
簡
単
な
略
歴
を
記
し
て
い
る
。
日
記
中
で
三
崎
姓
が

出
て
く
る
時
の
多
く
は「
ド
イ
ツ
化
学
を
読
ん
だ
」（
一
八
七
一
年
十
二
月
九
日
）

の
よ
う
に
ド
イ
ツ
語
と
関
係
し
て
出
て
く
る
。
そ
の
た
め
、
山
下
は
、
当
時
の

福
井
藩
関
係
者
で
ド
イ
ツ
語
の
出
来
る
人
と
し
て
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
プ
ロ
シ

ア
の
プ
レ
ゼ
ニ
ウ
ス
の
定
性
分
析
の
翻
訳
が
あ
り
、
東
京
で
ド
イ
ツ
語
の
私
塾

を
開
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
三
崎
宗
玄
以
外
は
考
え
ら
れ
な
い
と
し

て
、
日
記
中
の
三
崎
を
三
崎
宗
玄
と
同
定
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

筆
者
も
そ
れ
で
良
い
と
考
え
て
い
た
が
、
化
学
史
上
で
も
グ
リ
フ
ィ
ス
と
三

崎
宗
玄
が
福
井
で
交
流
が
会
っ
た
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
と
考

え
て
（
（（
（

、
そ
の
こ
と
を
史
料
的
に
裏
付
け
る
べ
く
、
福
井
藩
関
係
や
宗
玄
が
勤

務
し
て
い
た
東
校
（
東
京
大
学
医
学
部
の
前
身
）
関
係
の
史
料
を
調
べ
た
結

果
、
意
に
反
し
て
三
崎
宗
玄
は
一
八
七
一
年
（
明
治
四
年
）
の
大
部
分
は
東
京

在
住
で
あ
り
、
グ
リ
フ
ィ
ス
と
接
触
し
た
可
能
性
は
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

こ
れ
に
関
し
て
著
者
は
『
化
学
史
研
究
』
に
「
グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日
記
中
の 

”M
isaki（

三
崎
）“

」
は
誰
か
？
」
と
い
う
題
で
研
究
ノ
ー
ト
を
投
稿
し
、
掲
載

が
決
ま
っ
て
い
る
（
（（
（

。

　

こ
の
研
究
ノ
ー
ト
中
で
は
、
三
崎
宗
玄
が
東
京
に
在
住
し
て
い
た
こ
と
を
示

し
、
さ
ら
に
グ
リ
フ
ィ
ス
の
残
し
た
表
紙
に
「H

A
K

U
ZA

N
 and T

rip from

　

FU
K

U
I, M

IK
U

N
I

」
と
記
さ
れ
た
手
帳
の
コ
ピ
ー
が
福
井
大
学
総
合
図
書図三　グリフィスの手帳

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



26

若
越
郷
土
研
究　

五
十
九
巻
二
号

館
の
グ
リ
フ
ィ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
請
求
記
号
Ｍ
Ｆ
一
六
七
―
一
七
一
）
に
あ

り
、
そ
の
裏
表
紙
の
裏
に
「M

isaki T
am

aye

」
を
含
む
六
人
の
福
井
藩
の
医

者
関
係
者
の
名
前
が
あ
る
こ
と
（
図
三
）
を
見
つ
け
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

そ
の
詳
細
は
上
記
の
研
究
ノ
ー
ト
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

　

そ
こ
で
グ
リ
フ
ィ
ス
が
残
し
た
手
帳
に
名
前
の
あ
る
「M

isaki T
am

aye

」

な
る
人
物
に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
後
に
十
四
代
三
崎
玉
雲
に
な
る
、
三
崎

玉
枝
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。こ
の
件
で
三
崎
家
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

十
四
代
玉
雲
は
玉
枝
（「
た
ま
え
」
と
読
む
）
で
あ
る
こ
と
は
確
認
で
き
た
が
、

グ
リ
フ
ィ
ス
と
玉
枝
の
交
流
が
分
か
る
よ
う
な
史
料
や
玉
枝
が
ド
イ
ツ
語
を
読

め
た
こ
と
を
示
す
よ
う
な
史
料
は
現
在
、
当
家
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

筆
者
は
、
三
崎
宗
玄
（
嘯
輔
）
が
一
八
七
一
年
（
明
治
四
年
）
に
は
勤
務
地

で
あ
っ
た
東
京
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
こ
と
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
手

帳
に
名
前
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
ま
だ
史
料
的
裏
付
け
は
な
さ
れ

て
い
な
い
が
、
日
記
中
の
三
崎
は
三
崎
玉
枝
の
可
能
性
が
高
く
、
そ
の
よ
う
に

同
定
す
る
。

　
　
　
　
一
八
　
宮
永

　

日
記
に
は
宮
永
が
九
回
（
一
八
七
一
年
九
月
六
日
～
一
八
七
二
年
一
月
十
八

日
）
出
て
く
る
、
ま
た
姉
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
宛
て
の
手
紙
に
も
そ
の
名
前
は
出
て

く
る
が
、
山
下
は
そ
の
い
ず
れ
に
も
注
は
付
け
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
宮
永

が
誰
か
と
い
う
こ
と
を
同
定
し
て
い
な
い
。

　

同
定
の
手
掛
か
り
は
、
日
記
（
十
一
月
二
十
八
日
）
に
「
私
の
科
に
二
人
の

通
訳
を
任
命
し
た
通
知
を
受
け
た
…
通
訳
に
本
多
と
宮
永
が
選
ば
れ
た
」
と
あ

り
、
こ
の
内
容
に
関
す
る
十
二
月
三
日
ご
ろ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
姉
の
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
宛
て
の
手
紙
に
あ
る
。
こ
の
手
紙
で
は
、
講
義
を
日
本
語
訳
し
て
教
科

書
を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
記
し
、
そ
の
後
に
「
藩
庁
は
新
に
二
人
の

翻
訳
者
を
任
命
し
た
。
本
多
と
い
う
名
前
の
一
人
…
も
う
一
人
は
ぼ
く
の
も
っ

と
も
優
秀
な
生
徒
で
オ
ラ
ン
ダ
語
に
よ
く
通
じ
て
い
て
ド
イ
ツ
語
も
か
な
り
読

む
」
と
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
と
「
新
藩
格
以
下
増
補
雑
輩
」（
松
平
文
庫
九
二
二
）
の
宮
永
典

常
の
項
目
に
、
明
治
三
年
十
二
月
十
二
日
任
二
等
準
教
授
の
ま
ま
で
、
明
治
四

年
十
月
十
三
日
（
一
八
七
一
年
十
一
月
二
十
五
日
）
翻
訳
方
を
仰
せ
つ
け
ら
れ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
多
鼎
介
の
「
士
族
」（
松
平
文
庫
九
二
一
）
に

も
同
じ
日
付
で
翻
訳
方
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宮
永

典
常
は
、
緒
方
洪
庵
の
適
塾
や
長
崎
で
ポ
ン
ペ
に
学
ん
だ
こ
と
は
良
く
知
ら
れ

て
お
り
、
上
述
の
「
オ
ラ
ン
ダ
語
に
よ
く
通
じ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
は
当
然

と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
宮
永
は
町
医
者
で
は
あ
る
が
医
学
所
の
準
二
等
教
授
で

あ
っ
た
宮
永
典
常
で
あ
る
と
同
定
し
た
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
上
記
の
教
科
書
と
あ
る
の
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
講
義
録
で

あ
る
『
化
学
筆
記
』
で
あ
る
。
そ
の
筆
記
者
と
し
て
、
本
多
鼎
介
と
門
野
隼
雄

と
な
っ
て
い
て
、
宮
永
典
常
の
名
前
が
な
い
。
そ
の
理
由
は
分
か
ら
な
い
が
上

記
の
「
増
補
雑
輩
」
の
中
に
宮
永
は
十
月
二
十
九
日
に
翻
訳
方
を
被
免
に
な
っ

て
い
て
、
門
野
が
同
日
付
け
で
翻
訳
方
に
任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
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沖　

グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日
記
中
の
福
井
人
の
同
定
に
つ
い
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
教
科
書
が
グ
リ
フ
ィ
ス
の
講
義
録
『
化
学
筆
記
』
で

あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。

　

な
お
、こ
の
福
井
市
郷
土
歴
史
博
物
館
に
あ
る
『
化
学
筆
記
』
に
つ
い
て
は
、

筆
者
が
先
に
記
し
た
よ
う
に
『
化
学
史
研
究
』
に
「
グ
リ
フ
ィ
ス
の
講
義
録
『
化

学
筆
記
』
に
つ
い
て
」
と
い
う
題
で
そ
の
内
容
な
ど
も
記
し
て
い
る
。

　
　
　
一
九
　
村
田

　

日
記
中
に
村
田
姓
は
十
八
回
（
一
八
七
一
年
三
月
五
日
～
一
八
七
二
年
一
月

二
十
二
日
）
出
て
く
る
。

　

し
か
し
、
最
初
の
三
月
五
日
は
先
の
小
笠
原
な
ど
と
同
様
に
当
日
の
日
記
中

に
は
名
前
は
無
い
が
「
知
藩
事
と
重
臣
四
人
に
会
っ
た
…
名
刺
を
交
換
」
と
あ

り
、
山
下
は
そ
の
重
臣
の
注
と
し
て
村
田
は
「
大
参
事　

村
田
氏
寿
」
と
記
し

て
い
る
。小
笠
原
の
時
に
記
し
た
よ
う
に
、名
刺
が
残
さ
れ
て
お
り
、そ
こ
に「
福

井
藩
大
参
事
村
田
氏
寿
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
で
き
（
図
一
）、
当
日

グ
リ
フ
ィ
ス
と
会
っ
た
こ
と
は
確
か
な
の
で
こ
れ
も
入
れ
て
十
八
回
と
し
た
。

　

な
お
、「
士
族
」（
松
平
文
庫
九
二
一
）の「
村
田
巳
三
郎
」の
項
に「
同《（
明
治
）》

三
午
二
月
十
四
日
任
福
井
藩
大
参
事
」
と
あ
り
、「
福
井
藩
職
員
録
」（
松
平
文

庫
九
〇
三
）
に
も
大
参
事
に
「
民
政
総
括　

小
笠
原
幹
」
の
後
に
「
学
校
掛
り

村
田
巳
三
郎
」
と
あ
る
。
こ
の
場
合
も
村
田
氏
寿
の
名
前
は
な
い
が
、し
か
し
、

「
士
族
」
の
村
田
の
所
に
「
同
《（
明
治
四
）》
年
十
一
月
廿
日
任
福
井
県
参
事
」

と
あ
り
、
こ
れ
は
『
幕
末
維
新
福
井
名
流
戸
籍
調
』
の
記
載
「
辛
未
十
一
月
本

県
参
事　

村
田
氏
寿
」
と
一
致
し
、
ま
た　

名
刺
に
も
「
氏
寿
」
と
あ
る
こ
と

よ
り
、
日
記
中
の
村
田
は
村
田
氏
寿
（
巳
三
郎
）
と
同
定
し
た
。

　
　
　
二
〇
　
知
藩
事

　

知
藩
事
は
人
名
で
は
な
い
の
で
『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
』
の
人
名
索
引
に
は

出
て
い
な
い
。
し
か
し
、
知
藩
事
は
日
記
に
二
十
回
（
一
八
七
一
年
三
月
五
日

～
十
月
二
日
）
出
て
く
る
。
た
だ
し
、
両
者
が
直
接
会
っ
た
の
は
十
回
ほ
ど
で

あ
る
。
日
記
で
は
三
月
五
日
に
「
知
藩
事
と
重
臣
四
人
に
会
っ
た
…
名
刺
を
交

換
」
と
あ
る
の
が
最
初
の
面
会
で
あ
る
。
山
下
は
そ
の
注
で
「
知
藩
事　

松
平

茂
昭
」
と
す
る
。
こ
の
時
の
名
刺
（
図
一
）
に
「
福
井
藩
知
事
松
平
茂
昭
」
と

あ
る
。
な
お
、
こ
の
図
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
知
藩
事
は
英
文
で
は
「Prince

」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

知
藩
事
は
同
定
す
る
ま
で
も
な
く
松
平
茂
昭
と
分
か
る
が
、
人
名
索
引
に
出

て
な
い
こ
と
と
日
記
に
二
十
回
出
て
い
る
こ
と
か
ら
最
後
に
記
し
た
。

　
　
　
お 

わ 

り 

に

　

本
稿
は
、
福
井
日
記
が
明
治
初
期
の
福
井
や
グ
リ
フ
ィ
ス
研
究
の
基
礎
的
史

料
と
し
て
重
要
と
考
え
、
記
さ
れ
て
い
る
人
物
の
同
定
を
試
み
た
が
、
全
て
の

人
物
に
つ
い
て
の
完
全
な
同
定
は
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
が

こ
の
日
記
の
さ
ら
な
る
活
用
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。　
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若
越
郷
土
研
究　

五
十
九
巻
二
号

謝
辞

　

本
稿
を
書
く
よ
う
に
御
勧
め
く
だ
さ
り
、
さ
ら
に
幾
つ
か
の
福
井
藩
関
係
の

史
料
の
翻
刻
や
原
稿
の
体
裁
な
ど
に
も
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
福
井
県
立
図

書
館
の
長
野
栄
俊
氏
、
ま
た
福
井
藩
関
係
の
史
料
の
収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
し
た
柳
沢
芙
美
子
氏
を
は
じ
め
と
す
る
福
井
県
文
書
館
の
方
々
、
最
後
に
な

り
ま
す
が
福
井
大
学
附
属
図
書
館
の
安
野
辰
己
氏
に
グ
リ
フ
ィ
ス
関
係
の
史
料

の
収
集
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
面
で
御
世
話
に
な
り
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

注（
１
）
山
下
英
一
『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
（
増
補
改
訂
版
）』（
エ
ク
シ
ー
ト
、二
〇
一
三
年
）。

（
２
）
山
下
英
一
『
グ
リ
フ
ィ
ス
福
井
書
簡
―Griffi

s
’ Fukui Letters

―
』（
能
登
印
刷

出
版
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
３
）沖
久
也「
グ
リ
フ
ィ
ス
講
述『
化
学
日
記
』に
つ
い
て
」（『
化
学
史
研
究
』三
八
巻
四
号
、

二
〇
一
二
年
、
一
〇
九
～
一
九
八
頁
）。

（
４
）
藤
田
英
夫
『
大
阪
舎
密
局
の
史
的
展
開
―
京
都
大
学
の
源
流
―
』（
思
文
閣
出
版
、

一
九
九
五
年
）
一
三
七
～
一
四
一
頁
。

（
５
）
三
高
同
窓
会
編
『
稿
本
神
陵
史
』（
三
高
同
窓
会
、
一
九
四
二
年
）。

（
６
）『
福
井
藩
士
履
歴 

一
（
福
井
県
文
書
館
資
料
叢
書 

九
）』（
福
井
県
文
書
館
、

二
〇
一
三
年
）
一
三
六
～
一
三
七
頁
。

（
７
）
注
（
１
）、
一
八
三
～
二
三
五
頁
。

（
８
）「
藩
制
礼
式
」（
福
井
市
編『
福
井
市
史 

資
料
編
五
』福
井
市
、一
九
九
〇
年
、二
九
一
頁
）。

（
９
）『
福
井
藩
士
履
歴 

二
（
福
井
県
文
書
館
資
料
叢
書 

一
〇
）』
福
井
県
文
書
館
、

二
〇
一
四
年
）
一
八
～
一
九
頁
。

（
10
）
注
（
９
）、
一
三
九
頁
。

（
11
）
石
橋
重
吉
編
『
幕
末
維
新
福
井
名
流
戸
籍
調
』（
福
井
市
立
図
書
館
、
一
九
四
二
年
）。

（
12
）
笠
原
茂
雄
『
笠
原
史
』（
私
家
版
、
一
九
九
四
年
）。
こ
れ
は
笠
原
白
翁
の
曾
孫
に
当

た
る
茂
雄
氏
が
一
族
の
家
系
に
つ
い
て
調
べ
た
も
の
で
、
か
な
り
の
部
分
は
白
翁
に
関

す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
茂
雄
氏
は
浜
人
の
三
男
で
あ
る
環
（
明
治
十
三
年
生
）
の

四
男
で
あ
る
。

（
13
）
注
（
１
）、
一
三
三
～
一
三
四
頁
。

（
14
）『
中
沢
岩
太
博
士
喜
寿
祝
賀
会
帖
』（
中
沢
岩
太
博
士
喜
寿
祝
賀
記
念
会
、
一
九
三
五

年
）。

（
15
）
福
井
大
学
グ
リ
フ
ィ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
請
求
番
号
Ｍ
Ｆ
二
二
―
一
一
五
）。

（
16
）
注
（
15
）。
な
お
、
山
下
の
福
井
日
記
は
一
八
七
二
年
一
月
二
十
二
日
で
終
わ
っ

て
い
る
が
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
記
は
そ
れ
以
降
も
書
き
継
が
れ
て
お
り
、
福
井
大

学
の
グ
リ
フ
ィ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
そ
の
後
の
日
記
の
コ
ピ
ー
が
保
存
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
一
八
七
二
年
一
月
二
十
三
日
～
一
八
七
三
年
三
月
二
十
五
日
の
日

記
に
つ
い
て
は
、
藏
原
三
雪
に
よ
り
英
文
の
活
字
化
が
な
さ
れ
、「W

.E.Griffi
s' 

Journal(1872/1/23-1873/3/25)

」（『
武
蔵
丘
短
期
大
学
紀
要
』
一
二
、二
〇
〇
四
年
、

四
九
～
七
三
頁
）
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）
注
（
１
）
の
口
絵
の
四
頁
上
段
に
あ
る
写
真
の
現
物
は
、
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物

館
に
あ
る
。
そ
こ
で
角
鹿
尚
計
副
館
長
に
お
願
い
し
見
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
こ

の
写
真
の
人
物
に
番
号
が
う
た
れ
、
写
真
の
裏
に
「1.Carl, m

y pet, N
ow

 K
asahara 

of K
obe, 1917　

2. Casper or N
A

K
A

D
ZA

W
A

　

3. N
akano-m

y assistant in 

Fukui　

4. M
otoyam

a, w
ho cam

e from
 H

ig　

5. Ishida　

6. Y
am

agata　

グ
リ

フ
ィ
ス
」と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
口
絵
に
あ
る
人
物
名
は
同
じ
で
あ
る
が
、

口
絵
の
説
明
で
は
写
真
の
左
側
か
ら
笠
原
、
中
野
、
中
沢
、
グ
リ
フ
ィ
ス
、
石
田
、
本

山
、山
形
と
な
っ
て
い
る
。
現
物
の
写
真
の
裏
側
の
番
号
は
写
真
の
左
側
か
ら
６
、３
、２
、

グ
リ
フ
ィ
ス
、
１
、４
、５
、
す
な
わ
ち
、
左
側
か
ら
山
形
、
中
野
、
中
沢
、
グ
リ
フ
ィ
ス
、

笠
原
、
本
山
、
石
田
で
あ
り
、
違
い
が
あ
る
。

（
18
）
注
（
15
）。
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沖　

グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日
記
中
の
福
井
人
の
同
定
に
つ
い
て

（
19
）
化
学
史
の
上
で
「
ア
ボ
ガ
ド
ロ
の
分
子
説
」
の
日
本
へ
の
伝
来
が
誰
に
よ
っ
て
ど

の
よ
う
な
経
緯
で
な
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
は
興
味
あ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
日
本
人
が

こ
の
「
ア
ボ
ガ
ド
ロ
の
分
子
説
」
を
最
初
に
記
し
た
の
は
、
三
崎
嘯
輔
（
宗
玄
）
の
私

塾
で
の
講
義
に
基
き
出
版
さ
れ
た
、
三
崎
嘯
輔
講
述
『
新
式
近
世
化
学
』（
得
英
学
舎
、

一
八
七
三
年
）
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
三
崎
は
ど
こ
で
誰
か
ら
こ
の
説
を
知
っ
た
か
だ
が
、

本
文
に
記
し
た
よ
う
に
、
藤
田
は
明
治
四
年
福
井
で
グ
リ
フ
ィ
ス
と
三
崎
の
両
者
の
交

流
が
あ
り
、
グ
リ
フ
ィ
ス
を
と
お
し
て
こ
の
分
子
説
を
知
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
講
義
し

た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
証
明
す
る
に
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日
記
に

出
て
く
る
三
崎
が
三
崎
嘯
輔
（
宗
玄
）
で
あ
る
こ
と
を
同
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
20
）
沖
久
也
「
グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日
記
中
の

”M
isaki（

三
崎
）“

」
は
誰
か
？
」（『
化
学

史
研
究
』
四
二
巻　

一
号
、
二
〇
一
五
年　

八
―
十
九
頁
。）
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